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令
和
五
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
手
塚
俊
樹

と
申
し
ま
す
。
今
ま
で
、
こ
の
様
な

大
役
に
縁
の
な
か
っ
た
私
で
す
が
、

目
一
杯
、
思
い
っ
き
り
背
伸
び
を
し

て
、
皆
さ
ん
の
全
面
協
力
を
頼
り
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
新
役

員
様
、
選
出
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

こ
こ
三
年
ほ
ど
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
制

限
が
あ
り
、
思
う
よ
う
に
活
動
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
度
は

脅
威
に
注
意
し
な
が
ら
行
事
も
元
に

戻
り
つ
つ
あ
り
、
四
月
二
十
九
日
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
か
ら
早
や
半
年
経
ち
ま

し
た
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
中
、
保

護
者
の
皆
様
、
ま
た
先
生
方
と
共
に
、

良
い
方
法
を
検
討
し
な
が
ら
手
探
り

し
な
が
ら
の
半
年
で
し
た
。

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
活
困
窮
家
庭
へ
食
糧
支
援
、

ま
た
各
家
庭
の
遊
休
品
を
利
用
す
る

こ
と
か
ら
食
品
ロ
ス
に
も
繋
が
る
活

動
と
し
て
、
給
食
が
な
い
夏
休
み
に

合
わ
せ
、
七
月
十
〜
十
七
日
の
間
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
各
家
庭
よ
り
ご

提
供
い
た
だ
い
た
１
３
０
㎏
を
超
え

る
食
品
を
、
厚
生
委
員
の
生
徒
た
ち

と
の
協
力
に
よ
る
仕
分
け
・
箱
詰
め

作
業
を
行
っ
た
後
、「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

山
梨
」
に
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
、
人
を
思
い
や
る
力
、

本
当
の
意
味
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン

能
力
が
育
子
ど
も
た
ち
の
中
に
育
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

強
歩
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
週

休
日
を
利
用
し
た
新
し
い
日
程
に
す

る
こ
と
で
、
保
護
者
の
皆
様
が
協
力

を
し
や
す
い
よ
う
に
と
計
画
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
二
百
名
以
上
の

大
勢
の
皆
様
に
、
交
通
誘
導
、
巡
回
、

給
水
・
検
印
所
で
の
対
応
な
ど
、
多

岐
に
渡
り
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。参
加
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
々

以
外
に
も
、
地
域
で
の
御
協
力
や
場

所
・
物
品
の
御
提
供
、
ま
た
温
か
い

声
援
な
ど
、
大
会
に
賜
っ
た
数
々
の

御
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
夜

を
徹
し
て
の
大
会
が
、
今
年
も
安
全

安
心
の
内
に
実
施
で
き
た
こ
と
は
、

日
川
高
校
の
歴
史
を
繋
ぐ
こ
と
で
あ

る
と
と
も
に
、
時
代
に
即
し
た
新
た

な
考
え
方
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
進

化
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

気
が
つ
け
ば
、
私
の
次
女
も
コ
ロ

ナ
最
盛
期
に
入
学
し
、
今
年
四
月
か

ら
三
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
き

た
り
の
言
い
方
で
す
が
「
時
が
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
・
・
・
」
そ
し
て

社
会
は
よ
り
一
層
変
化
し
、
多
様
化

し
て
い
く
中
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に

は
「
他
を
認
め
る
」
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
皆
さ
ん
だ
か

ら
こ
そ
、
何
事
も
プ
ラ
ス
思
考
で
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

本
校
に
所
縁
の
な
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
何
か
の
縁
、

「
一
期
一
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
子
ど

も
た
ち
の
高
校
生
活
が
充
実
し
た
も

の
に
な
り
ま
す
よ
う
、全
力
で
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
御
支
援
御
協

力
を
頂
き
な
が
ら
、
一
緒
に
学
校
を

支
え
、
魅
力
あ
る
場
所
に
す
る
一
助

と
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

八
月
二
十
四
〜
二
十
五
日
に
仙
台

市
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
全
国
大
会
が
あ
り
ま

し
た
。
前
々
日
に
甲
子
園
の
決
勝
戦

を
終
え
た
ば
か
り
の
仙
台
育
英
高
校

野
球
部
須
江
航
監
督
に
よ
る
記
念
講

演
の
ほ
か
、
主
権
者
教
育
を
テ
ー
マ
に

し
た
分
科
会
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
須
江
監
督
の
講
演
の
演
題

は
「
伝
わ
る
言
葉
〜
失
敗
か
ら
学
ぶ

〜
」
で
し
た
。
高
校
時
代
は
補
欠
で

あ
っ
た
こ
と
、
大
学
卒
業
後
は
新
設

の
中
学
校
で
ほ
ぼ
野
球
や
運
動
の
経

験
が
な
い
生
徒
の
指
導
か
ら
始
め
た

こ
と
な
ど
、
自
分
自
身
の
野
球
人
生

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
に

い
か
に
自
分
の
言
葉
を
伝
え
る
か
に

苦
慮
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
い
い
か
ら
走
れ
！
は
通
用
し
な
い
。」

「
し
な
い
と
で
き
な
い
は
ち
が
う
。
で

き
な
い
、
な
ら
叱
ら
な
い
。」「
人
生

を
一
度
（
い
ち
ど
）
か
え
る
。」「
結

果
を
左
右
す
る
の
は
い
つ
で
も
自

滅
。」
な
ど
、
と
て
も
示
唆
に
富
ん
だ

言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
分
科
会
で
は
二
〇
一
六
年

の
十
八
歳
選
挙
権
の
成
立
に
つ
づ
き
、

昨
年
四
月
に
成
人
年
齢
の
十
八
歳
へ

の
引
き
下
げ
が
実
施
と
な
っ
た
も
の

の
、
ま
だ
十
分
に
社
会
に
浸
透
し
て

は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
本
校
三
年
生
の

う
ち
、
今
年
度
の
誕
生
日
を
迎
え
た

生
徒
は
、
す
で
に
成
人
で
あ
り
、
大

人
の
一
員
で
す
。
高
校
に
お
け
る
教

育
の
目
的
は
、
自
立
し
た
大
人
と
し

て
の
「
人
格
の
完
成
」
に
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒
会
活
動
を

は
じ
め
と
す
る
高
校
で
の
諸
活
動
は

そ
の
た
め
の
最
も
身
近
な
実
践
の
場

で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
校
の

生
徒
の
み
な
さ
ん
に
は
、
いっ
そ
う
の
積

極
的
な
関
わ
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
分
科
会
の
基
調
講
演

は
東
京
大
学
大
学
院
の
小
玉
重
夫
教

授
が
行
い
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
感
銘

を
受
け
た
内
容
で
し
た
の
で
、
報
告

い
た
し
ま
す
。
演
題
は
「
シ
チ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
が
育
む
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
光
〜
現
代
的
諸
課
題
を
乗
り
越
え

る
力
を
育
む
〜
」
で
し
た
。
ま
ず
、

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
（
市
民
性
）
と
は

何
か
、
に
つ
い
て
触
れ
、
政
治
は
対

立
や
論
争
を
克
服
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
政
治
を
担
う
も
の
は
素
人

（
ア
マ
チ
ュ
ア
）
で
あ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
っ
て
、「
政
治
が
あ
る
」
と
は
、

全
体
主
義
や
独
裁
社
会
の
「
政
治
が

な
い
」
状
態
と
対
比
さ
れ
る
も
の
だ

と
話
さ
れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ナ
・
ア
レ

ン
ト
の
言
葉
を
取
り
上
げ
て
、「
考
え

る
人
に
な
れ
。」「
考
え
る
こ
と
が
人
間

を
強
く
す
る
。」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
私
た
ち
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

〈
参
考
図
書
〉

須
江
航
『
伝
わ
る
言
葉
。
失
敗
か
ら

学
ん
だ
言
葉
た
ち
』（
集
英
社
）

小
玉
重
夫
『
難
民
と
市
民
の
間
で―

ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
「
人
間
の
条
件
」

を
読
み
直
す
』（
現
代
書
館
）

一
人
の
「
大
人
」
と
し
て
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名
誉
会
長　

橘
田　
　

浩
（
校　

長
）

顧　
　

問　

姫
野　

敏
樹
（
甲
州
市
）

会　
　

長　

手
塚　

俊
樹
（
山
梨
市
）

副
会
長　

三
枝　

智
久
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　
初
鹿
野
美
由
紀
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

丹
澤　
　

修
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

飯
塚　

健
二
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

小
林　

太
郎
（
教　

頭
）

監　
　

事　

竹
下
み
さ
お
（
三
年
次
）

　

〃　
　

岩
間　

一
訓
（
二
年
次
）

　

〃　
　

岩
間　

大
介
（
一
年
次
）

事
務
局
長　

小
林　

太
郎
（
教　

頭
）

出
納
員　

新
井　

康
友
（
事
務
長
）

三
年
次

部　
　

長　

三
枝　

智
久
（
笛
吹
市
）

副
部
長　

佐
藤　

由
美
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

佐
藤　

達
也
（
山
梨
市
）

　

〃　
　
初
鹿
野
美
由
紀
（
甲
州
市
）

監　
　

事　

竹
下
み
さ
お
（
笛
吹
市
）

理　
　

事　

小
野　

真
太
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

宮
本　

貴
光
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

鎭
目　

絵
理
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

松
下　

知
美
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

奥
山　

信
二
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

古
屋　

一
裕
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

野
澤　

美
恵
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

風
間　

英
樹
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

須
田　

高
志
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

菊
嶋　

雅
代
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

渡
瀬　

保
長
（
甲
府
市
）

　

〃　
　

仲
二
見　

登
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

手
塚　

俊
樹
（
山
梨
市
）

年
次
主
任　

望
月　

亜
由

二
年
次

部　
　

長　

丹
澤　
　

修
（
山
梨
市
）

副
部
長　

乙
黒　

光
司
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

杉
山　

順
哉
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

土
屋　

雅
美
（
甲
府
市
）

監　
　

事　

岩
間　

一
訓
（
山
梨
市
）

理　
　

事　

鈴
木　

利
洋
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

鈴
木　

香
織
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

飯
室　
　

林
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

内
藤　

孝
司
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

坂
本　
　

歩
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

荻
原　

匡
人
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

平
塚　

政
雄
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

野
村　

由
佳
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

渡
辺　

一
昭
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

雨
宮　

清
香
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

芦
澤　

孝
明
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

佐
々
木　

恵
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

阿
部　
　

健
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

三
枝　

英
樹
（
笛
吹
市
）

年
次
主
任　

平
塚　

亮
介

一
年
次

部　
　

長　

飯
塚　

健
二
（
笛
吹
市
）

副
部
長　

武
井　

浩
幸
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

上
野　

正
和
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

代
永　

節
子
（
山
梨
市
）

監　
　

事　

岩
間　

大
介
（
甲
州
市
）

理　
　

事　

内
藤　
　

隆
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

若
木　

譲
二
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

内
田　

健
二
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

小
林　

枝
里
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

高
橋　

隼
人
（
山
梨
市
）

　

〃　
　

矢
崎　

由
香
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

町
田　

享
子
（
甲
州
市
）

　

〃　
　

早
川　

正
貴
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

橋
本　

明
宏
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

古
屋　
　

亮
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

矢
野　

一
彦
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

矢
野　

景
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

原
田
久
美
子
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

窪
田　
　

仁
（
笛
吹
市
）

　

〃　
　

和
田
真
由
美
（
笛
吹
市
）

年
次
主
任　

河
西　

寛
之

令
和
五
年
度　

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事

入
学
式
・
一
年
次
部
会
・
理
事
会

　

四
月
八
日

　

午
前
九
時
か
ら
入
学
式
を
実
施
。

一
年
次
部
会
で
新
理
事
を
選
出
。
そ

の
後
一
年
次
理
事
会
で
部
長
・
副
部

長
・
監
事
を
互
選
。
令
和
五
年
度
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

会
計
監
査
・
役
員
会
・
各
年
次
理
事
会
・

第
一
回
理
事
会

　

四
月
十
七
日

　

零
時
半
か
ら
会
計
監
査
、
二
時
半

か
ら
役
員
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

三
時
よ
り
各
学
年
の
理
事
会
、
四
時

よ
り
全
体
理
事
会
が
行
わ
れ
た
。
総

会
運
営
に
先
立
ち
議
事
内
容
を
検
討

し
た
。

各
年
次
部
会
・
Ｈ
Ｒ
保
護
者
会
・
総
会

　

四
月
二
十
九
日

　

各
年
次
で
部
会
を
開
催
し
た
後
、

体
育
館
に
て
総
会
を
開
催
。
手
塚
会

長
以
下
の
本
年
度
役
員
を
承
認
。
姫

野
会
長
以
下
の
退
任
理
事
に
感
謝
状

を
贈
呈
。
そ
の
後
Ｈ
Ｒ
ご
と
に
保
護

者
会
が
行
わ
れ
た
。

関
東
高
Ｐ
連
大
会

　

七
月
七
日
〜
八
日
に
栃
木
県
で
開

催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は
乙
黒
二
年

次
副
部
長
、
小
林
教
頭
に
参
加
い
た

だ
い
た
。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

七
月
十
一
日
〜
十
八
日
の
三
者
懇

談
期
間
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
各

家
庭
で
有
休
品
に
な
っ
て
い
る
缶
詰

め
や
レ
ト
ル
ト
商
品
な
ど
の
食
品
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
集
ま
っ
た

食
品
は
計
１
３
１
㎏
、
十
九
日
に
会

長
、
副
会
長
、
厚
生
委
員
会
の
生
徒

と
仕
分
け
作
業
を
行
い
、
二
十
日
に

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
に
寄
付
し
た
。

全
国
高
Ｐ
連
大
会

　

八
月
二
十
四
日
〜
二
十
六
日
に
宮

城
県
で
開
催
さ
れ
た
。
本
校
か
ら
は

橘
田
校
長
が
参
加
し
た
。

第
二
回
理
事
会

　

七
月
二
十
六
日

　

午
後
六
時
よ
り
理
事
会
。
強
歩
大

会
へ
の
協
力
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

強
歩
大
会
協
力
者
説
明
会

　

九
月
八
日

　

強
歩
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

保
護
者
へ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
た
。

強
歩
大
会

　

九
月
二
十
九
〜
三
十
日
に
行
わ
れ

た
。
多
数
の
保
護
者
の
皆
様
に
御
協

力
い
た
だ
き
、
無
事
の
実
施
と
な
っ

た
。
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

　

十
月
二
十
六
日

　

午
後
四
時
十
分
よ
り
、
本
校
視
聴

覚
教
室
に
お
い
て
、
山
梨
県
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
保
坂
三
雄
先
生
に
ご
講
演

を
い
た
だ
い
た
。

第
三
回
理
事
会

　

十
月
二
十
六
日

　

研
修
会
の
後
、
定
例
の
理
事
会
を

開
催
し
た
。
上
半
期
会
務
報
告
、
次

回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
な
ど

の
審
議
や
報
告
が
行
わ
れ
た
。

強
歩
大
会
を
終
え
て

総
務
係　

　

九
月
二
十
九
、
三
十
日
に
第
五
十

六
回
強
歩
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
百
名
を
超
え
る
保
護
者
の
皆
様
に

御
協
力
を
頂
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
感
染
防
止
対
策
、
ま
た
昨
年
度
に

続
く
再
度
の
コ
ー
ス
変
更
と
い
う
難

し
い
状
況
の
中
、
安
全
の
内
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

に
加
え
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
話
題
と
な
る
中
、
伝
統
の
行
事
の

実
施
は
、
様
々
な
準
備
や
実
施
対
策

に
困
難
を
乗
り
越
え
て
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
救
護
車
、
交
通
誘
導
、

巡
回
、
給
水
、
検
印
所
と
夜
を
徹
し

て
の
多
岐
に
渡
る
皆
様
の
御
協
力
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
、
多
く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が

縮
小
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
の
大
会
は
こ
う
し
た
行
事
へ
の
御

協
力
を
通
じ
て
生
徒
の
活
動
を
御
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
保
護
者
の
皆
様
同
士
の
つ
な
が

り
の
構
築
に
も
繋
が
る
有
意
義
な
機

会
で
あ
り
、
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

支
え
に
も
な
る
か
と
期
待
で
き
る
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
御
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
事
務
局
日
誌


